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広
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っ
ぷ

令
和
４
年
４
月
号
（
通
巻
665
号
）

人の

うごき

人　口 5,178人 （前月比 －	47 人）

　男 2,539人 （前月比	 －	21 人）

　女 2,639人 （前月比	 －	26 人）

世 帯 2,738世帯 （前月比 ＋	 5世帯）
（令和４年３月末現在）

火災・救急出動状況　　（ ）かっこ内は前年同期

救急件数

 28件 （ 32件）

 82件 （ 77件）

交 通 事 故 発 生 状 況 　　（ ）かっこ内は前年同期

傷　者

０人（１人）

２人（２人）

死　者

０人（０人）

０人（１人）

火災件数

０件（０件）

２件（０件）

発生件数

０件（１件）

１件（３件）

区　分

３月

４年１～３月

区　分

３月

４年１～３月

　大切な「日常」のために私たちができること。【消防団員募集】

　あなたの想いで、守れる街がある。

　あなたの想いで、救える命がある。

 あなたの想いで、深まる絆がある。　  消防署新冠支署

２月21日～３月20日までの届出分（敬称略）

●いつまでもお幸せに

石垣　大地 ♡ 辻　　千尋 太　陽

宮本　　智 ♡ 赤石　優希 北星町

近藤　翔太 ♡ 沓沢　奈美 朝　日

●お誕生おめでとうございます

佐藤　朱
あげは

華 （信明 麗加 ) 北星町

●おくやみ申し上げます

大槻志づゑ 　９３歳 太　陽

道政　　満 　６８歳 北星町

須田　幸雄 　９０歳 ●泉●

能登　丈良 　７８歳 本　町

パパ　　　　ママ

戸  籍  の  窓

　

第
四
十
四
話　

　

「
新
冠
御
料
牧
場
～

新
冠
に
お
け
る
馬
文
化
の
発
祥
」
（
要
約
文
）

　

新
冠
町
は
、｢

競
走
馬
の
ふ
る
さ
と
」
と
し
て
全

国
の
競
馬
フ
ァ
ン
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
い

つ
の
時
代
か
ら
人
と
馬
の
文
化
が
根
付
い
た
か
と

い
う
と
、
そ
の
歴
史
は
明
治
五
年
ま
で
遡
り
ま
す
。

開
拓
使
長
官
の
黒
田
清
隆
は
、
新
冠
郡
を
中
心
と

す
る
約
七
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
な
土
地
を
牧
場

と
し
て
開
設
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
野
生

で
生
き
て
い
た
馬
二
二
六
二
頭
を
こ
の
牧
場
内
に

集
め
、
大
規
模
に
放
牧
し
ま
し
た
。
外
国
産
馬
も

導
入
し
、
品
種
改
良
を
施
し
て
農
耕
馬
や
軍
馬
へ

と
育
て
ま
し
た
。
当
初
、
牧
場
の
本
部
と
な
る
場

所
は
、
現
在
の
新
冠
町
字
朝
日
付
近
に
あ
り
ま
し

た
。
明
治
十
年
に
な
る
と
牧
場
面
積
を
縮
小
し
、

本
部
を
静
内
郡
に
移
す
な
ど
の
経
営
改
革
が
図
ら

れ
、
新
冠
郡
に
属
す
る
地
を
旧
牧
場
、
静
内
郡
に

属
す
る
地
を
新
牧
場
と
し
ま
し
た
。
こ
の
頃
は
エ

ゾ
オ
オ
カ
ミ
が
馬
を
襲
う
被
害
が
牧
場
内
で
発
生

し
た
た
め
、
全
面
的
に
オ
オ
カ
ミ
を
駆
除
し
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
開
拓
使
の
廃
止
に
伴
い
、
明
治

二
十
一
年
に
宮
内
省
の
所
管
と
な
り
、
「
新
冠
御
料

牧
場
」
と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
以
来
、
農
耕
馬
や
軍
馬
の
他
、
物
資
搬
送

の
馬
、
さ
ら
に
皇
室
に
関
連
す
る
帝
室
御
用
馬
の

生
産
や
改
良
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
う
地
と
な

り
ま
し
た
。

　

戦
後
、
新
冠
区
域
内
の
御
料
牧
場
の
土
地
は
全
面

的
に
解
放
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
開
拓
者
が
入
植
し

ま
し
た
。
本
部
が
あ
る
静
内
二
十
軒
道
路
付
近
は
、

昭
和
二
十
四
年
に
馬
の
生
産
を
廃
止
し
て
牛
専
門

の
品
種
改
良
生
産
牧
場
へ
と
転
換
さ
れ
、
現
在
は

「
独
立
行
政
法
人
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
新
冠
牧
場
」

と
し
て
今
日
に
至
り
ま
す
。
今
も
静
内
に
あ
り
な

が
ら
「
新
冠
牧
場
」
の
名
が
付
く
の
は
、
最
初
の

牧
場
中
心
地
が
新
冠
で
あ
る
と
と
も
に
、
広
大
な

敷
地
を
有
し
て
い
た
名
残
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

現
在
、
新
冠
町
郷
土
資
料
館
で
は
御
料
牧
場
時

代
の
牧
柵
を
再
現
し
、
資
料
館
の
前
庭
に
設
置
し

て
ふ
る
さ
と
の
懐
か
し
い
風
景
を
後
世
に
伝
え
て

い
ま
す
。
こ
の
牧
柵
を
愛
称
で
「
万
里
の
チ
ャ
シ
」

と
名
付
け
て
い
ま
す
。
牧
柵
製
作
を
し
て
い
る
郷

土
文
化
研
究
会
の
皆
さ
ん
が
考
え
た
呼
び
名
で
す
。

御
料
牧
場
時
代
、
牧
柵
（
ア
イ
ヌ
語
で
チ
ャ
シ
）

が
中
国
の
万
里
の
長
城
の
ご
と
く
延
々
と
続
い
て

い
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
今
で
は
ほ
と
ん

ど
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
懐
か
し
い
牧
柵

の
形
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

新
新
冠
に
ま
つ
わ
る
お
話
し
を
集
め
た

冠

百

話

　御料牧場時代の牧柵を再
現した「万里のチャシ」新
冠郷土文化研究会の皆さん
が製作しました。
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